
プラネタリウム

中旬 ２１時ごろの星空

２０２２年
第５０５号 月

▼月の満ち欠け▼

８日 ○満月

16日 ◑下弦

23日 ●新月

30日 ◐上弦

▼主な天文現象等▼

１日 火星と地球が最接近

２日 月と木星が接近

８日 月と火星が接近

14日 ふたご座流星群が極大

（出現期間：12/5～12/19）

29日 月と木星が接近

▼二十四節気▼

７日 大雪

22日 冬至
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※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予告なく変更・休館となる場合があります

☆一般投影☆

投影期間：1２/２５（日）まで
話題『赤い惑星～火星～』
火星は太陽系の中で最も地球に似た惑星で、地球と同じ

く４６億年前に誕生したと考えられています。
今年、12月1日は火星が約２年２ヶ月ぶりに再接近し

ます。では、いつ、どのあたりに見えるのでしょうか？

神話『イワンノチウ』
むかしむかし、ある夫婦に、働き者の3人の息子となま

け者の７人の娘がいました。そんなある日のこと・・・。
今回は、アイヌ民族に伝わる、すばるの星々のお話しを

ご紹介します。

※新年１月５日（木）からの話題は「２０２３年の星空は？」
神話は「いっかくじゅうが居ない訳」です。

☆星空の散歩道☆ 星空と音楽をお楽しみいただく番組です

とき：毎月第４土曜日（今月は１２／２４です） １７：４５から
内容：「クリスマス・イブ～SDGs全世界の平和に祈りを込めて～」

※未就学児のご入場はご遠慮下さい

☆おはなし天文館☆星座の見つけ方と、星の伝説中心の番組です

と き：毎週日曜日・祝日 午前１０：３０から

１２月のお話 「ツリーの星ってどんな星？」

「幸せを運ぶ星～ヤランヤマニ～」

☆クイズもあります☆

プ ラ ネ タ リ ウ ム 番 組 案 内

①当日の夜の星座解説 ②星の神話・伝説 ③話題の
三部構成です。

地球と火星
(画像:NASA)

遊ぶ娘たち

「幸せを運ぶ星」より



今月の注目天体：１２／１火星接近

火星と地球は、およそ２年２か月ごとに接近しています。今年はその接近の

年で、１２月１日に最接近します。

火星の軌道は地球とくらべてかなり楕円になっているため、おなじ接近でも、
だ え ん

地球との距離が変化し、大きく接近する時（大接近：約５６００万ｋｍ）や、

接近するけれど離れている時（小接近：約１億ｋｍ）があります。

今回は８１４５万ｋｍで中接近になります。最接近時の見かけの大きさ

（視直径）は１７．２秒角、おうし座の方向にマイナス１．８等で赤く輝いて

います。ぜひ、実際の夜空で、赤い惑星・火星を眺めてみてください。

★天体観察会★ 屋上天文台にて（無料）

① １２月１０日（土） １８：００～２０：００
観察する天体…火星、土星、木星、天王星、海王星など

② １２月２４日（土） １８：００～２０：００
観察する天体…火星、土星、木星、天王星、海王星など

★定員３０人（電話予約制です）

雨天・曇天時は中止となります。
観察する天体は予告無く変わることがあります。
危険防止のため未就学児の参加はご遠慮ください。

天体観察会の予約について

観察会の予約開始日は、観察会の日の１か月前の同日からです。
※2023年１月１４日(土)の観察会の予約開始日は1２月１４日(水)、
2023年１月２８日(土)の観察会の予約開始日は2023年１月５日(木)です。
（予約開始時刻：午前９時～。電話予約制です。）

海王星
(探査機ボイジャー撮影)

火星（画像：国立天文台）



(★団体投影用) (★団体投影用)
１５：３０
一般投影

(★団体投影用)
１３：３０
一般投影

１５：３０
一般投影

１７：４５
星空の散歩道
(第4土曜のみ)

１０：３０
おはなし天文館

１３：３０
一般投影

１５：３０
一般投影

プラネタリウム館のご案内
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予告なく変更・休館となる場合があります

一席：大人(高校生以上)１００円 子ども(中学生以下)５０円
障がい者手帳をお持ちの方と、付添の方１名様は無料です。

☆投影開始時刻

☆入館料

★団体投影は事前申し込み制（先着順）です。原則、ご希望日の５日前までにお申し込み下さい。番組
内容と投影時間を選択できます。お問い合わせ下さい。(お電話か一階窓口にて受付)

・月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）
・毎月第一金曜日（祝日の場合は開館、翌週金曜日休館）
・祝日にあたる火～木曜日の翌日 ・年末年始 ・特別整備期間

＊一回の投影時間は約４０分間です
＊途中での出入りはできません
＊当面の間、定員５０人です（先着順）

2022年１2月

休館日

2023年１月

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１
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